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農
みのり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

広
報

主な内容
新しい市総合計画（まちづくり計画）の策定に
向けて …… ２～３㌻

力を合わせれば勝てるかも？
（７月23日、寄木保育所の相撲体験）



新
し
い
市
総
合
計
画（
ま
ち
づ
く
り
計
画
）の
策
定
に
向
け
て 

【
第
２
回
】

前
月
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
市
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
37
年
度
ま
で
の
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す「
八
幡
平
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
市
の
人
口
減
少
の
現
状
や
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目

標
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人口総数

年少人口
（０～14歳）

生産年齢人口
（15～64歳）

老齢人口
（65歳以上）
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
人
口（
人
）

7,427

23,694

3,805

34,926

6,855

22,445
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32,751

4,632

19,712

8,141

32,485

3,858

18,157

9,064

31,079

3,105

16,432
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《 

市
の
人
口
減
少
の
現
状 

》

表
１
は
、
昭
和
55
年
以
降
の
市
の
人
口

に
関
わ
る
国
勢
調
査
の
結
果
を
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
総
人
口
は
減
少

し
続
け
て
お
り
、
平
成
17
年
か
ら
22
年
に

か
け
て
さ
ら
に
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
が
示
す
と
お
り
、
総
人
口
の
減

少
に
比
例
し
て
、
15
歳
未
満（
年
少
）人
口

お
よ
び
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で（
生
産
年
齢
）

の
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
年

代
の
減
少
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
65
歳
以
上
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
１

９
９
５（
平
成
7
）年
を
境
に
年
少
人
口
を

超
え
て
お
り
、
高
齢
者
の
比
率
が
よ
り
高

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

《 

自
然
動
態
と
社
会
動
態 

》

こ
の
人
口
減
少
は
、
出
生
数
と
死
亡
数

に
関
す
る
自
然
動
態（
自
然
減
）と
、
転
入

者
と
転
出
者
に
関
す
る
社
会
動
態（
社
会

減
）が
、要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。県
人
口

移
動
報
告
年
報
の
最
近
５
年
分
の
動
向

（
３
㌻
の
表
２
）を
見
る
と
、
出
生
数
は

年
々
低
下
。
転
入
者
数
と
転
出
者
数
は
、

と
も
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
常
に
転
出

者
が
転
入
者
を
上
回
り
、
人
口
が
流
出
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

昭
和
60
年
と
平
成
17
年
を
比
較
し
て
み

て
も
、
自
然
動
態
・
社
会
動
態
は
、
と
も
に

減
少
が
進
み
、
最
近
は
、
１
年
で
約
４
０
０

人
減
少
し
て
お
り
、
人
口
減
少
の
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

《 

基
本
構
想
を
策
定
中 

》

基
本
構
想
で
は
、
市
を
取
り
巻
く
環
境

な
ど
を
整
理
。
市
が
抱
え
る
課
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
方
向
性
、
方
針
を
定
め
ま

表１ 市の人口に関わる国勢調査の結果（調査年のＳは昭和、Ｈは平成を表す）
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す
。
特
に
も
、
前
述
の
人
口
減
少
は
大
き

な
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
、「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
ま
ち
」「
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
ま
ち
」

「
共
助
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」な
ど

の
子
育
て
や
定
住
・
移
住
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ（
集
落
）の
維
持
な
ど
の
取
り
組
み
を

重
点
と
し
て
基
本
構
想
の
内
容
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
や
主
な
事
業
な
ど
は
、

こ
れ
か
ら
策
定
す
る
５
カ
年
の
基
本
計
画

に
明
記
し
ま
す
。

《 

八
幡
平
市
の
将
来
像 

》

現
在
の
基
本
構
想
で
は
、
市
の
将
来
像

を「
農み

の
りと
輝ひ

か
りの
大
地
」と
定
め
、
農
業
、
観

光
、商
工
業
な
ど
の
産
業
の
発
展
と
、人
々

が「
結ゆ

い

の
精
神
」で
連
携
・
協
働
す
る
姿
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
将
来
像
は
、次
期
基
本
構
想
に「
農

八幡平市市民憲章 （平成18年11月３日制定）

八幡平市は、岩手山・八幡平・安比高原の裾野に広がる大自
然に恵まれた農（みのり）と輝（ひかり）の大地です。わたくした
ちは、心を一つにして、お互いの幸せを願い、ここに市民憲章
を定めます。
１、わたくしたちは、自然をはぐくみ、景観にすぐれたまちを

つくります。 
１、わたくしたちは、心身をきたえ、活力にみちたまちをつく

ります。 
１、わたくしたちは、ふれあいを大切に、人情あふれるまちを

つくります。 
１、わたくしたちは、共に学び働き、暮らしのゆたかなまちを

つくります。 
１、わたくしたちは、限りない未来に向け、希望にもえるまち

をつくります。

調 査 年 1985年
（昭和60年）

2005年
（平成17年）

2010年
（平成22年）

2011年
（平成23年）

2012年
（平成24年）

2013年
（平成25年）

2014年
（平成26年）

自然動態
出生者数 361 202 164 168 149 149 131
死亡者数 253 372 404 390 408 418 373
増 減 数 103 － 170 － 240 － 222 － 259 － 269 － 242

社会動態
転入者数 1,189 754 639 563 537 606 576
転出者数 1,474 988 849 727 768 778 742
増 減 数 － 285 － 234 － 210 － 164 － 231 － 172 － 166

表２ 県人口移動報告年報の自然動態と社会動態の動向

平成27年３月に行った「まちづくりアンケート」について、今月号は、
住みやすさや政策に関する結果をご紹介します。

住みやすさの結果は、住みやすいと思う人がそう思わない人を上
回っています。政策に関する設問では「どのようなことをしているのか
が分からない」というご意見もありました。

実施している内容については、広報などを通じてお知らせし、各政
策に満足と思う人が増えていくよう努めます。

■住みやすさおよび政策に関するアンケート結果 （単位は％）
■そう思う ■ややそう思う ■どちらでもない
■あまりそう思わない ■そう思わない
▶あなたは、八幡平市は住みやすい市だと思いますか

▶あなたは、八幡平市の子育てに関わる政策に満足していますか

▶あなたは、八幡平市の産業振興に関わる政策に満足していますか

▶あなたは、八幡平市の医療・福祉に関わる政策に満足していますか

▶あなたは、八幡平市の行政サービス全般について満足していますか
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まちづくりアンケートの結果をお知らせします

と
輝
の
大
地
」を
継
承
す
る
こ
と
を
含
め

て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
副
題
の「
岩
手

山
・
八
幡
平
・
安
比
高
原
の
恵
み
に
満
ち

た
、交
流
新
拠
点
を
め
ざ
し
て
」に
つ
い
て

は
、
今
後
の
主
要
施
策
な
ど
の
状
況
を
踏

ま
え
、
新
た
な
も
の
へ
の
変
更
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
長
公
室
総
合
政

策
係（
☎
・
内
線
１
２
０
２
、
１
２
０
３
、

１
２
１
１
）ま
で
。
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９
月
６
日
㈰
は 

選
挙
の
投
票
日
で
す

県

知

事

県
議
会
議
員

表１ 期日前投票所と開設日

施 設 名 ８月21日㈮から
８月28日㈮まで

8月29日㈯から
９月２日㈬まで

９月３日㈭から
９月５日㈯まで

八幡平市役所 ○
西根総合支所 ○
安代総合支所 ○
大更コミュニティセンター
田頭コミュニティセンター ○
平舘体育館 ○
寺田柔剣道場 ○
旧柏台出張所 ○
田山スポーツ交流館 ○

任
期
満
了
に
伴
う
県
知
事
お
よ
び
県
議
会
議
員
選
挙
が
、
９
月
６

日
㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。大
切
な
１
票
で
す
。忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ

う
。
投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
市
内
で
投
票
が
で
き
る
人

投
票
日
現
在
、満
20
歳
以
上
の
人（
平

成
７
年
９
月
７
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
）で
、
平
成
27
年
５
月
27
日
ま
で
に

八
幡
平
市
に
住
民
登
録
さ
れ
、
引
き
続

き
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

■
告
示
日

▼
県
知
事
選
挙
＝
８
月
20
日
㈭

▼
県
議
会
議
員
選
挙
＝
８
月
28
日
㈮

■
投
票
日
・
時
間

９
月
６
日
㈰
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で

■
期
日
前
投
票

８
月
21
日
㈮
か
ら
９
月
５
日
㈯
ま
で
の

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
８
時
ま
で

※
８
月
28
日
㈮
ま
で
は
、
県
知
事
選
挙

の
期
日
前
投
票
の
み
と
な
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期
日
前
投
票

は
、
表
１
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
期
日
前
投
票
は
、
ど
の
会
場

で
も
投
票
で
き
ま
す
。
自
分
の
入
場
券

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人

平
成
27
年
５
月
28
日
以
降
に
県
内
の

市
町
村
か
ら
本
市
に
転
入
し
た
人
で
、

前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
投
票
日
に
前
住
所
地
で
投
票
す
る
。

❷
投
票
日
前
日
ま
で
に
、
前
住
所
地
で

期
日
前
投
票
を
す
る
。

❸
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
前
住
所
地

の
不
在
者
投
票
を
す
る
。

❶
ま
た
は
❷
の
方
法
で
投
票
す
る
場

合
、
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
西
根
・
安

代
両
総
合
支
所
地
域
振
興
課
で
発
行
す

る「
引
き
続
き
岩
手
県
の
区
域
内
に
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」が
必
要
で

す（
発
行
は
無
料
）。

な
お
、
発
行
の
際
は
、
窓
口
で
本
人

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類（
運

転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

❸
で
投
票
す
る
場
合
は
、
不
在
者
投

票
用
紙
の
請
求
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
手
続
き
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
日
前
日
の
９
月
５
日
㈯
お
よ
び

当
日
の
６
日
㈰
は
、
５
㌻
か
ら
７
㌻
に

示
す
と
お
り
、
無
料
の
臨
時
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局（
☎
７
４
・
２
１
１
１
、
内

線
１
２
２
０
）ま
で
。

大事な一票を忘れずに投票しましょう
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９月５日㈯の臨時バス時刻表（西根・松尾地区）
（かっこ内は期日前投票所を発車する時間。帰りは逆順に運行します）

北 村
公民館 ⇒ 両 沼

公民館 ⇒ 大 更
コミセン

10：00 ⇒ 10：05 ⇒ 10：10（10：25）
15：00 ⇒ 15：05 ⇒ 15：10（15：25）

松 川
公民館 ⇒ 山 後

公民館 ⇒ 五百森
公民館 ⇒ 大 更

コミセン
10：45 ⇒ 11：00 ⇒ 11：10 ⇒ 11：15（11：30）
15：45 ⇒ 16：00 ⇒ 16：10 ⇒ 16：15（16：30）

山 子 沢 地 区
転作研修センター ⇒ 旧渋川

小学校 ⇒ 大 更
コミセン

11：00 ⇒ 11：10 ⇒ 11：20（11：35）
15：00 ⇒ 15：10 ⇒ 15：20（15：35）

川 前
公民館 ⇒ 中村地区

集落ｾﾝﾀｰ ⇒ 田 頭
コミセン

10：00 ⇒ 10：05 ⇒ 10：10（10：25）
14：00 ⇒ 14：05 ⇒ 14：10（14：25）

堀切公民館 ⇒ 平舘体育館
10：00 ⇒ 10：10（10：25）
15：00 ⇒ 15：10（15：25）

荒木田
体育館 ⇒ 上関地区

集落ｾﾝﾀｰ ⇒ 寺 田
柔剣道場

9：05 ⇒ 9：10 ⇒ 9：20（9：30）
13：05 ⇒ 13：10 ⇒ 13：20（13：30）

中沢自治
公 民 館 ⇒ 谷 地 中

集落ｾﾝﾀｰ ⇒ 時森自治
会 館 ⇒ 市役所

10：00 ⇒ 10：05 ⇒ 10：15 ⇒ 10：25（10：35）
15：00 ⇒ 15：05 ⇒ 15：15 ⇒ 15：25（15：35）

刈屋集落ｾﾝﾀｰ ⇒ 旧柏台出張所
11：15 ⇒ 11：25（11：35）
16：15 ⇒ 16：25（16：35）

９月５日㈯の期日前投票は、下の時刻表のとおり、
臨時バスを運行します（停留場所でのみ乗降できます）。
市内９カ所の期日前投票所（４㌻表１）であれば、ど

の施設でも投票することができます。

投票所までの
バスの運行について

（投票日前日の期日前投票）

若谷地野菜
栽培管理ｾﾝﾀｰ ⇒ 土沢地区

集落ｾﾝﾀｰ ⇒ 寺 田
柔剣道場

10：00 ⇒ 10：15 ⇒ 10：25（10：35）
14：00 ⇒ 14：15 ⇒ 14：25（14：35）

新田地区
コミセン ⇒ 野 口 地 区

転作営農センター ⇒ 寺 田
柔剣道場

11：20 ⇒ 11：30 ⇒ 11：35（11：45）
15：20 ⇒ 15：30 ⇒ 15：35（15：45）

笹目集会所 ⇒ 平舘体育館
10：50 ⇒ 11：00（11：15）
15：50 ⇒ 16：00（16：15）

安代地区のバス運行について
安代地区で９月５日㈯に期日

前投票する場合、コミュニティ
バスをご利用ください。

９月５日㈯は、第１土曜日の
ため、荒沢路線【五日市・浅沢
線、横間・曲田線、細野・赤坂
田線】および田山路線【苗代沢・

石名坂線、瀬の沢線、長者前・
杉沢線、兄川・兄畑線】は、通常
運行しています。

両路線の時刻表については、
昨年12月に全戸配布した「コ
ミュニティバス時刻表 路線
マップ」をご覧ください。
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第８投票区
時森自治
会 館 ⇒ 谷 地 中

集落ｾﾝﾀｰ ⇒ 松 野
小学校

午
前

9：00 ⇒ 9：05 ⇒ 9：15（9：25）
10：00 ⇒ 10：05 ⇒ 10：15（10：25）
11：00 ⇒ 11：05 ⇒ 11：15（11：25）

午
後

13：00 ⇒ 13：05 ⇒ 13：15（13：25）
15：00 ⇒ 15：05 ⇒ 15：15（15：25）
17：00 ⇒ 17：05 ⇒ 17：15（17：25）

旧中沢分館 ⇒ 松野小学校

午
前

9：00 ⇒ 9：10（9：20）
10：00 ⇒ 10：10（10：20）
11：00 ⇒ 11：10（11：20）

午
後

13：00 ⇒ 13：10（13：20）
15：00 ⇒ 15：10（15：20）
17：00 ⇒ 17：10（17：20）

第９投票区
刈屋集落センター ⇒ 寄木小学校

午
前

9：00 ⇒ 9：10（9：20）
10：00 ⇒ 10：10（10：20）
11：00 ⇒ 11：10（11：20）

午
後

13：00 ⇒ 13：10（13：20）
15：00 ⇒ 15：10（15：20）
17：00 ⇒ 17：10（17：20）

第11投票区
細野自治公民館 ⇒ 畑コミセン

午
前

7：30 ⇒ 7：40（7：50）
9：00 ⇒ 9：10（9：20）

10：30 ⇒ 10：40（10：50）

午
後

13：00 ⇒ 13：10（13：20）
14：30 ⇒ 14：40（14：50）
16：00 ⇒ 16：10（16：20）

小屋畑公民館 ⇒ 畑コミセン

午
前

8：15 ⇒ 8：25（8：35）
9：45 ⇒ 9：55（10：05）

11：15 ⇒ 11：25（11：35）

午
後

13：45 ⇒ 13：55（14：05）
15：15 ⇒ 15：25（15：35）
16：45 ⇒ 16：55（17：05）

第12投票区
旧中央生活改善ｾﾝﾀｰ ⇒ 安代総合支所

午
前

7：40 ⇒ 7：45（7：55）
9：10 ⇒ 9：15（9：25）

10：40 ⇒ 10：45（10：55）

午
後

13：10 ⇒ 13：15（13：25）
14：40 ⇒ 14：45（14：55）
16：10 ⇒ 16：15（16：25）

目名市公民館 ⇒ 五日市コミセン ⇒ 安代総合支所

午
前

8：10 ⇒ 8：15 ⇒ 8：20（8：30）
9：40 ⇒ 9：45 ⇒ 9：50（10：00）

11：10 ⇒ 11：15 ⇒ 11：20（11：30）

午
後

13：40 ⇒ 13：45 ⇒ 13：50（14：00）
15：10 ⇒ 15：15 ⇒ 15：20（15：30）
16：40 ⇒ 16：45 ⇒ 16：50（17：00）

第14投票区
苗代沢農村総合管理施設 ⇒ 田山スポーツ交流館

午
前

7：30 ⇒ 7：35（7：45）
9：25 ⇒ 9：30（9：40）

10：45 ⇒ 10：50（11：00）

午
後

12：45 ⇒ 12：50（13：00）
14：45 ⇒ 14：50（15：00）
16：05 ⇒ 16：10（16：20）

平又長者前公民館 ⇒ 田山スポーツ交流館

午
前

8：05 ⇒ 8：15（8：25）
10：00 ⇒ 10：10（10：20）
11：20 ⇒ 11：30（11：40）

午
後

13：20 ⇒ 13：30（13：40）
15：20 ⇒ 15：30（15：40）
16：40 ⇒ 16：50（17：00）

日泥公民館 ⇒ 折壁公民館 ⇒ 田山スポーツ
交 流 館

午
前

8：45 ⇒ 8：50 ⇒ 8：55（9：05）
9：50 ⇒ 9：55 ⇒ 10：00（10：10）
11：45 ⇒ 11：50 ⇒ 11：55（12：05）

午
後

14：05 ⇒ 14：10 ⇒ 14：15（14：25）
15：20 ⇒ 15：25 ⇒ 15：30（15：40）
17：25 ⇒ 17：30 ⇒ 17：35（17：45）

第15投票区
兄川公民館 ⇒ 舘市コミセン

午
前

7：30 ⇒ 7：35（7：45）
8：40 ⇒ 8：45（8：55）

10：40 ⇒ 10：45（10：55）

午
後

13：00 ⇒ 13：05（13：15）
14：10 ⇒ 14：15（14：25）
16：10 ⇒ 16：15（16：25）

戸鎖公民館 ⇒ 舘市コミセン

午
前

8：05 ⇒ 8：10（8：20）
9：15 ⇒ 9：20（9：30）

11：15 ⇒ 11：20（11：30）

午
後

13：35 ⇒ 13：40（13：50）
14：45 ⇒ 14：50（15：00）
16：45 ⇒ 16：50（17：00）

第12投票区
曲田公民館 ⇒ 安代総合支所

午
前

7：30 ⇒ 7：35（7：45）
9：00 ⇒ 9：05（9：15）

10：30 ⇒ 10：35（10：45）

午
後

13：00 ⇒ 13：05（13：15）
14：30 ⇒ 14：35（14：45）
16：00 ⇒ 16：05（16：15）
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第１投票区
北 村
公民館 ⇒ 両 沼

公民館 ⇒ 大 更
コミセン

午
前

7：30 ⇒ 7：35 ⇒ 7：40（7：50）
9：00 ⇒ 9：05 ⇒ 9：10（9：20）

10：30 ⇒ 10：35 ⇒ 10：40（10：50）

午
後

13：00 ⇒ 13：05 ⇒ 13：10（13：20）
14：30 ⇒ 14：35 ⇒ 14：40（14：50）
16：00 ⇒ 16：05 ⇒ 16：10（16：20）

第２投票区
松 川
公民館 ⇒ 山 後

公民館 ⇒ 五百森
公民館 ⇒ 大 更

小学校

午
前

7：40 ⇒ 7：55 ⇒ 8：05 ⇒ 8：10（8：25）
9：10 ⇒ 9：25 ⇒ 9：35 ⇒ 9：40（9：55）

10：45 ⇒ 11：00 ⇒ 11：10 ⇒ 11：15（11：30）

午
後

13：10 ⇒ 13：25 ⇒ 13：35 ⇒ 13：40（13：55）
14：40 ⇒ 14：55 ⇒ 15：05 ⇒ 15：10（15：25）
16：10 ⇒ 16：25 ⇒ 16：35 ⇒ 16：40（16：55）

第３投票区
旧渋川小学校 ⇒ 旧東大更小学校体育館

午
前

8：15 ⇒ 8：25（8：35）
9：45 ⇒ 9：55（10：05）

11：15 ⇒ 11：25（11：35）

午
後

13：45 ⇒ 13：55（14：05）
15：15 ⇒ 15：25（15：35）
16：45 ⇒ 16：55（17：05）

第４投票区
川 前
公民館 ⇒ 中村地区

集落ｾﾝﾀｰ ⇒ 田 頭
コミセン

午
前

8：00 ⇒ 8：05 ⇒ 8：10（8：25）
9：30 ⇒ 9：35 ⇒ 9：40（9：55）

11：00 ⇒ 11：05 ⇒ 11：10（11：25）

午
後

13：00 ⇒ 13：05 ⇒ 13：10（13：25）
14：30 ⇒ 14：35 ⇒ 14：40（14：55）
16：00 ⇒ 16：05 ⇒ 16：10（16：25）

第６投票区
堀切公民館 ⇒ 平舘体育館

午
前

8：00 ⇒ 8：10（8：20）
9：20 ⇒ 9：30（9：40）

10：40 ⇒ 10：50（11：00）

午
後

13：10 ⇒ 13：20（13：30）
14：30 ⇒ 14：40（14：50）
15：50 ⇒ 16：00（16：10）

笹目集会所 ⇒ 平舘体育館

午
前

8：40 ⇒ 8：50（9：00）
10：00 ⇒ 10：10（10：20）
11：20 ⇒ 11：30（11：40）

午
後

13：50 ⇒ 14：00（14：10）
15：10 ⇒ 15：20（15：30）
16：30 ⇒ 16：40（16：50）

第７投票区
荒木田
体育館 ⇒ 上関地区

集落ｾﾝﾀｰ ⇒ 寺 田
柔剣道場

午
前

7：30 ⇒ 7：35 ⇒ 7：40（7：50）
9：00 ⇒ 9：05 ⇒ 9：10（10：20）

10：30 ⇒ 10：35 ⇒ 10：40（10：50）

午
後

13：15 ⇒ 13：20 ⇒ 13：25（13：35）
14：45 ⇒ 14：50 ⇒ 14：55（15：05）
16：15 ⇒ 16：20 ⇒ 16：25（16：35）

若谷地野菜
栽培管理ｾﾝﾀｰ ⇒ 土沢地区

集落ｾﾝﾀｰ ⇒ 寺 田
柔剣道場

午
前

8：10 ⇒ 8：20 ⇒ 8：30（8：40）
9：40 ⇒ 9：50 ⇒ 10：00（10：10）
11：00 ⇒ 11：10 ⇒ 11：20（11：30）

午
後

13：10 ⇒ 13：20 ⇒ 13：30（13：40）
14：30 ⇒ 14：40 ⇒ 14：50（15：00）
16：00 ⇒ 16：10 ⇒ 16：20（16：30）

新田地区
コミセン ⇒ 野 口 地 区

転作営農センター ⇒ 寺 田
柔剣道場

午
前

8：15 ⇒ 8：20 ⇒ 8：25（8：35）
9：45 ⇒ 9：50 ⇒ 9：55（10：05）

11：15 ⇒ 11：20 ⇒ 11：25（11：35）

午
後

14：00 ⇒ 14：05 ⇒ 14：10（14：20）
15：30 ⇒ 15：35 ⇒ 15：40（15：50）
17：00 ⇒ 17：05 ⇒ 17：10（17：20）

９月6日㈰の臨時バス時刻表
（かっこ内は投票所を発車する時間。帰りは逆順に運行します）

９月6日㈰の投票日は、６、７㌻の時刻表のとおり、
臨時バスを運行します（期日前投票と同様に停留場所
でのみ乗降できます）。ただし、第５、第10、第13の各
投票区では、従前の投票所および投票区の区域ともに
変更がないため、臨時バスは運行しません。
投票日当日（９月6日）は、郵送された各自の入場券

に記載されている投票所でのみ投票が可能ですので、
場所を確認して、バスをご利用ください。

投票所までの
バスの運行について

（投票日）
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高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高齢者叙勲 旭日単光章

羽
は ざ わ

澤 政
ま さ し

志 さん
元・安代町議会議員

＝五日市３区＝ ８８歳

羽澤さんは、昭和43年11月、
旧・安代町議会議員に当選。昭
和55年11月までの12年間、町勢
の発展に尽力されました。
羽澤さんは、56年２月に県町
村議会議長会会長表彰を受賞す
るなどの経歴をお持ちで、受章
について「叙勲を受章できると
思ってもみませんでした。これ
は、地域や周りの皆さんの支え
があってこそです」と、感謝の
言葉を笑顔で語りました。

高橋ナヲさんへの長寿
祝い金贈呈式が７月16
日、西根北部デイサービ
スセンターで行われ、関
係者ら約30人が、100歳の
長寿を祝いました。
看護師や助産師として
勤めたこともあるナヲさ
ん。息子の創一さんは、
ナヲさんが100歳を迎え
たことについて「外に出
掛けることが好きで、買
い物などを楽しんでいま
す」と、長寿の秘けつを教
えてくれました。

高橋 ナヲ さん
大正４年７月15日生まれ ＝中村＝

100歳おめでとうございます

民生・児童委員を務めた工藤義則さん
厚生労働大臣から感謝状を贈呈される

市交通指導隊員を退任した
荒沢正さんに県から感謝状

市農業委員会委員のうち、選任委
員１人が、推薦団体（盛岡地域農業共
済組合）の解散に伴い、交替となりま
した。この解散を受け、新たに発足
した県農業共済組合からは、小林辰
雄さん（70）＝東＝が推薦され、７月
１日から農業委員に選任されました。

詳しくは、市農業委員会事務局農
業振興係（☎・内線1352）まで。小林 辰雄 さん

農業委員会選任委員に小林辰雄さん

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、７
月
14
日
、市

役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
盛
岡
広
域
振
興
局
の

浅
沼
康
揮
局
長
か
ら
荒
沢
さ
ん
に

感
謝
状
を
伝
達
。
約
27
年
間
指
導

員
を
務
め
た
荒
沢
さ
ん
は「
親
子

２
代
に
亘
り
指
導
し
た
こ
と
も
あ

り
、
街
頭
で
元
気
に
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
」と
、長
年
に
亘
り
、地
域

の
交
通
安
全
の
た
め
に
活
動
し
た

こ
と
を
懐
か
し
み
ま
し
た
。

市
交
通
指
導
隊
員
を
平
成
27
年

３
月
31
日
に
退
任
し
た
荒
沢
正
さ

ん（
74
）＝
若
谷
地
＝
に
、
県
か
ら

感謝状を手にする荒沢正さん
（中央）と浅沼康揮盛岡広域振
興局長（左）と岡田久副市長

民生・児童委員を務められ
た工藤義則さん（66）＝下町
三区＝に厚生労働大臣から感
謝状が贈られました。

感謝状の伝達式は７月14
日、市役所で開かれ、岡田久
副市長から工藤さんへ感謝状
手渡されました。工藤さんは

平成19年12月から27年５月末まで同委員を務められ、地域福
祉の増進などに尽力いただきました（後任の委員は選考中）。

なお、選考中だった田山下の民生・児童委員は、６月23日
から安保智さんに委嘱されています。

岡田副市長から工藤さんへ
感謝状が伝達されました

100
歳
を
迎
え
た
髙
橋
ナ
ヲ
さ
ん（
中
央
）と

息
子
の
創
一
さ
ん（
右
）と
妻
の
博
子
さ
ん
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八幡平市産の食材を生かした
料理レシピを募集しています

第
９
回
市
畜
産
共
進
会
が
、
７
月
９
日
、
な
か

や
ま
荘
隣
の
市
畜
産
共
進
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
は
、
市
内
の
乳
用
牛
お
よ
び
肉
用

牛
を
中
心
に
優
良
牛
を
一
堂
に
集
め
、
そ
の
展
示

と
評
価
を
行
い
、
家
畜
の
増
殖
と
飼
養
管
理
技
術

の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
27
年
度
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
37
頭
、
黒
毛

和
種
90
頭
の
計
１
２
７
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
で
は
、
出
品
牛
の
体
高
、
胸
囲
、
腰
回
り
、

肉
の
つ
き
具
合
、
乳
器
の
状
態
な
ど
を
採
点
し
ま

し
た
。
ま
た
、
和
牛
審
査
で
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
の

説
明
な
ど
を
行
う
ミ
ニ
講
習
会
を
初
開
催
。
来
場

者
は
、
今
後
に
向
け
て
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
講

習
を
受
け
ま
し
た
。

各
部
門
ご
と
の
名
誉
賞
や
金
賞
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す（
敬
称
お
よ
び
名
号
は
省
略
）。

●第９回市畜産共進会結果
◆名誉賞
■ホルスタイン種▶第１部～４部

【未経産牛】＝盛岡農業高校（滝沢市）
▶第５部～６部【経産牛】＝渡辺渡

（大更）
■黒毛和種▶第７部～９部【未経産
牛】＝田村憲一（平舘）▶第10部～11
部【経産牛】＝遠藤貢（田頭）
◆金賞
■ホルスタイン種▶第１部＝畠山満
理奈（岩中酪）▶第２部、第３部、第
５部、第６部＝渡辺渡▶第４部＝盛
岡農業高校
■黒毛和種▶第７部＝田村憲一▶第
８部＝沢口美栄子（大更）▶第９部＝
佐々木芳子（大更）▶第10部＝遠藤
貢▶第11部＝高橋勝哉（平舘）▶第
12部＝佐々木秀秋、青刈淳子、佐々
木芳勝（大更）
◆ベストアダー
▶第５部、第６部＝渡辺渡
◆ベストプロダクション
▶第６部＝木村秀人（松尾）

第
９
回
市
畜
産
共
進
会
を
開
催 

日
頃
の
飼
養
管
理
技
術
を
競
う

八幡平市商工会の全国展開支援事
業委員会では「八幡平・にこにこ笑
顔のお料理コンテスト」の開催に当
たり、市産の食材を使った料理のレ
シピを募集しています。
■テーマ 市産の食材を活用した

「食べた人が元気になる、笑顔にな
る」料理
■応募資格 市民または市内に勤務
している人
■内容 ▶募集する料理は「ラン
チ・おかず」「スイーツ」「その他」の
３部門▶料理の主材料として、主催
者が指定する食材を使用すること▶
１人前の原価の目安は500円以内▶
レシピの発表・未発表は問わず、応

募数の制限は無し―など
■審査方法 一次審査（書類審査）を
通過した料理を二次審査（実食審査）
で試食して、優秀作品を選定
■応募方法 市商工会（本所、松尾支
所、安代支所）に備え付けの所定の応
募用紙に㋐料理の写真㋑レシピ㋒氏
名㋓年齢㋔職業（学校）㋕住所㋖電話
番号を記載の上、持参または郵送

（〒028-7111 八幡平市大更35-63-85
八幡平市商工会 八幡平・にこに

こ笑顔のお料理コンテスト係）、ファ
クス（76-2145）で応募ください。
■募集期限 ８月27日㈭必着

詳しくは、市商工会安代支所（☎
63-1001）まで。

市は、合併10周年記念事業
「海上自衛隊大湊音楽隊演奏
会」を開催します。
■日時 ８月30日㈰午後１時
半から（開場は午後０時半）
■場所 安比プラザホール
※入場無料、全席自由。入場
整理券は発行しません。収容
人数に限りがあるため、入場
できない場合があります。
※会場内は、飲食、撮影、録
音は禁止ですので、ご了承く
ださい。

詳しくは、市役所市民課地
域安全係（☎・内線1067）まで。

市合併10周年記念事業

海上自衛隊大湊音楽隊
演奏会を開催

出品牛は体高などのトータル
バランスで審査されました

来場者が審査に
参加するジャッジ
ングコンテストも
開催
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７
月
19
日
、
田
山
の
各
集
落

で
、
市
の
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
先さ

き
は
ら祓

い
」の
勇
壮
な
舞
い
が
披
露

さ
れ
、地
域
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

祭
典
は
、田
山
、折
壁
・
日
泥
、

兄
川
の
３
集
落
で
開
催
。『
み
こ

し
が
通
る
道
を
舞
い
に
よ
っ
て
先

に
祓は
ら

い
清
め
る
』と
い
う
由
来
を

持
つ「
先
祓
い
」を
、子
ど
も
ら
が
、

太
鼓
や
笛
の
音
に
合
わ
せ
て
元
気

に
踊
り
ま
し
た
。
沿
道
に
は
、
地

域
の
方
々
が
集
ま
り
、
伝
統
芸
能

を
披
露
す
る
踊
り
手
た
ち
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

同
日
、
横
間
で
は
虫
追
い
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
横
間
虫
追
い

祭
り
は
、
２
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
伝
統
行
事
で
、
五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣

と
悪
虫
退
散
を
祈
願
す
る
も
の
で

す
。
祭
り
で
は
、
旗
を
持
っ
た
人

を
先
頭
に
、
男
人
形
、
女
人
形
の

順
に
列
を
つ
く
り
、
か
ね
や
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら「
五
穀
豊

穣
、
稲
虫
は
ら
え
、
豊
作
祭
り

や
ー
」と
唱
え
、
集
落
内
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。

伝
統
芸
能
・
行
事

地
域
盛
り
上
げ
る

折壁・日泥先祓い横間虫追い祭り

兄川先祓い田山先祓い

⇐地域を練り歩いた後は
ねぎみそをガブリ
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国では、地域包括ケアシステムの構築と費用負担の
公平化を目指し、介護保険法を改正しました。この改
正に伴い、以下の介護サービス内容などが変更されま
したので、ご確認ください。
詳しくは、盛岡北部行政事務組合（☎74-2716）まで。

介護保険制度改正に伴い
費用負担などを一部変更

❶一定所得以上の人は利用者負担が２割に（８月から）

65歳以上（第1号被保険者）で一定所得以上の人は、介護保険
サービスを利用する時の自己負担が2割になります。
【2割負担になる人】

本人の合計所得金額が160万円以上の人。ただし、年金収入とそ
の他の合計所得金額が、単身で280万円未満、65歳以上の人が2人
以上いる世帯で346万円未満の場合、1割負担のままとなります。

負担割合証を発行
要支援、要介護の認定を受け

た人に、自身の負担割合を示す
負担割合証が発行されます。

有効期間は、８月１日から翌
年７月31日までの１年間です。

❷現役並み所得者の高額介護サービス費の自己負担限度額を引き上げ（８月から）

医療保険制度における現役並み所得者（※）に相当する人は、高額介護サービス費の自己負担限度額
が引き上げられます。
■自己負担限度額（１カ月当たり）

現 行
区 分 限 度 額

住民税課税世帯の人 37,200円

世帯全員が
住民税非課
税世帯で

前年の合計所得額と課税年金
収入額の合計が80万円を超え
る人など

24,600円

▶老齢福祉年金受給者
▶前年の合計所得額と課税年
金収入額の合計が80万円以下
の人など

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

生活保護受給者など 15,000円

平成27年８月から
区 分 限 度 額

医療保険制度における現役並み
所得者（※）に相当する人 44,400円
住民税課税世帯の人 37,200円

※現役並み所得者＝同一世帯内に65歳以上で課
税所得145万円以上の人がいる場合。ただし、
単身世帯で収入が383万円未満、65歳以上の人
が2人以上の世帯で収入の合計が520万円未満
の場合は住民税課税世帯の人と同様となります。

❸低所得者の施設利用時の食費と 
居住費の給付要件を変更（８月から）

低所得者で施設などを利用する場合の食費・居
住費補助（特定入所者介護サービス費）の適用要件
が変更されます。また、給付を受けるには、負担
限度額認定の申請が必要です。

次のいずれかを満たす場合は、食費・居住費の
補助が受けられません。
❶預貯金などが、単身で1,000万円を超える場合、

夫婦で2,000万円を超える場合
❷配偶者が課税者の場合（世帯が同じかどうかは

問わない）

❹70歳未満の高額医療・高額介護 
合算療養制度の限度額変更（８月から）

70歳未満の方の限度額は、平成27年1月から所
得区分が細分化され、高額医療・高額介護合算療
養制度の限度額が変更になりました。
■70歳未満の高額医療・高額介護合算療養制度の限度額（年
額）【（ ）内は平成26年８月から27年７月までの限度額】

所 得 区 分 限 度 額
基

準

総
所
得
額

901万円超 212万円（176万円）
600万円超～901万円以下 141万円（135万円）
210万円超～600万円以下 67万円（67万円）
210万円以下 60万円（63万円）

住民税非課税世帯 34万円（34万円）
基準総所得額＝前年の総所得額など－基礎控除33万円

27年４月から、介護老人福祉施設（特別養護老人
ホーム）に新規入所できるのは、原則として、要介
護3以上の人となっています。ただし、やむを得
ない事情により施設以外での生活が著しく困難と

認められる揚合、要介護1または2の人の特例的
な施設への入所（特例入所）が認められています。

なお、4月以前から入所している方は、引き続
き、施設での生活が続けられます。

❺介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の新規入所は要介護３以上から（４月から）
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区 分 氏 名 所属（住所） 記 録

一
般
10
㌔

招待
選手

❶高月 智生 駒澤大学 30分23秒
❷紺野 凌矢 駒澤大学 30分42秒
❸堀合 大輔 駒澤大学 31分６秒

16
～
39
歳

男
❶ﾁｪボﾃｨビﾝ ｴゼｷｴﾙ 東邦リファイン 29分24秒
❷阿部 清孝 岩手自衛隊 33分51秒
❸大山 一樹 盛岡第三高校 33分55秒

女
❶鈴木 絵里 能代山本陸協 36分39秒
❷阿部 ひかる 滝沢市 40分17秒
❸久保田 萌希 盛岡第三高校 41分45秒

40
～
59
歳

男
❶柾谷 幸宏 久慈市陸上競技協会 36分38秒
❷今野 祐記 TEAM アテルイ 37分54秒
❸鬼柳 広樹 花巻ＡＣ 37分56秒

女
❶児玉 由美 北上市 42分56秒
❷赤坂 玲子 盛岡ﾋｰﾙﾌﾘｰ 45分14秒
❸大和田 治美 一関市 45分49秒

60
歳
以
上

男
❶安藤 徹 八幡平市陸協 40分49秒
❷菅原 秀 陸前高田 42分25秒
❸福士 光博 青森県八戸市 42分33秒

女
❶佐藤 裕子 ㈱岩泉きのこ産業 50分3秒
❷亀谷 孝子 秋田県秋田市 53分18秒
❸千葉 正子 宮城フェンダー 53分47秒

一
般
５
㌔

16
～
39
歳

男
❶村上 歩 陸前高田市 16分10秒
❷杉村 航平 岩手高射 16分21秒
❸石井 大暉 岩手高射 16分30秒

女
❶橋本 美加 鹿角陸協 17分38秒
❷中軽米 愛美 八幡平市 18分12秒
❸柴田 真由美 しらゆりレディース 20分18秒

40
～
59
歳

男
❶成田 和也 青森県大鰐町 16分54秒
❷田村 孝 八幡平陸協 17分24秒
❸森谷 俊樹 盛岡市 17分36秒

女
❶菅原 めぐみ かっぱ寿司水沢 19分17秒
❷坂本 理絵 さかもと整形外 21分58秒
❸市村 一葉 香川ＲＣ遊 22分35秒

60
歳
以
上

男
❶福井 辰實 六ヶ所原燃警備 19分5秒
❷安保 淳 盛岡みたけ支援 19分15秒
❸馬込 和明 マゴメ 20分５秒

女
❶小野寺 たけ子 千厩ＡＣ 23分17秒
❷脇田 映子 花巻走友会 24分６秒
❸富樫 良子 秋田県秋田市 25分25秒

中
学
生
３
㌔

男
❶谷崎 駿 久慈市 10分４秒
❷八重樫 優太 北上北中学校 10分48秒
❸髙橋 剛 西根中学校 10分48秒

女
❶神久保 恋那 滝沢南中学校 11分47秒
❷藤原 佳穂 西根中学校 12分16秒
❸木村 夏海 安代中学校 12分19秒

フ
ァ
ミ
リ
ー
２
㌔

２
人
１
組

❶阿部 広美 若柳中学校 ６分59秒阿部 一希
❷宮竹 南央哉 チームしろくま ７分７秒宮竹 利史哉
❸安保 淳 チーム一葉 7分41秒安保 敬仁

各種目上位入賞者（３位以内）
（太字は新記録）

■

新
記
録
が
多
数
生
ま
れ
る

第
24
回
岩
手
山
焼
走
り
マ
ラ
ソ
ン
全
国

大
会
が
７
月
５
日
、
岩
手
山
焼
走
り
国
際

交
流
村
を
発
着
点
と
す
る
岩
手
山
パ
ノ
ラ

マ
ラ
イ
ン
の
折
り
返
し
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
２
歳
か
ら
87
歳
ま
で
計
１

８
７
９
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
。
一
般
と

中
学
生
の
男
女
14
種
目
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
、
岩
手
山
を
臨
む
コ
ー
ス
を
疾

走
。
ゴ
ー
ル
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
手

渡
さ
れ
た
キ
ュ
ウ
リ
や
豚
汁
な
ど
を
堪
能

し
、
大
会
の
疲
れ
を
癒
や
し
ま
し
た
。

各
種
目
の
結
果
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す（
敬
称
略
）。

第24回岩手山焼走りマラソン全国大会

晴天の中 1879人のランナーが力走

一般10㌔・16～39歳男子
の部で新記録を樹立した
チェボティビン選手

一般10㌔のスタート

沿道で応援に励む参加者の姿も

豚汁は今年も人気を集めました

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
手
を
つ
な
ぎ
ゴ
ー
ル
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◎
第
67
回
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会

◆
登
山（
６
月
５
～
７
日
、
奥
州

市
・
焼
石
岳
）

▼
女
子

❷
盛
岡
南
高
校【
髙
橋

空
良（
１
年
、
西
根
中
卒
）】

◎
第
63
回
岩
手
地
区
中
学
校
総
合

体
育
大
会（
６
月
20
日
～
24
日
、

市
総
合
運
動
公
園
ほ
か
）

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼
男
子

❸
西
根
第
一
中

◆
軟
式
野
球

❷
松
尾
中

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▼
男
子

❸
西

根
中

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
▼
男
子
▽
団
体

❸
西
根
第
一
中
❸
安
代
中

▼
女
子
▽
団
体

❸
松
尾
中
❸
安

代
中
▽
個
人

❷
伊
藤
瑠
華
、
吉

川
遥
香（
松
尾
中
３
年
）❸
髙
橋

野
々
花（
西
根
第
一
中
２
年
）、
田

村
花
恋（
同
校
３
年
）

◆
卓
球
▼
女
子
▽
団
体

❸
西
根

第
一
中
▽
個
人

❹
斉
藤
璃
星

（
西
根
第
一
中
３
年
）

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
男
子
▽
個
人

シ
ン
グ
ル
ス

❸
橋
本
哲
矢（
西

根
第
一
中
３
年
）

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

❷
松
尾
中

◆
柔
道
▼
男
子
▽
55
㌔
級

❷
伊

藤
裕
也（
西
根
第
一
中
３
年
）▽
90

㌔
超
級

❷
遠
藤
悠
太（
西
根
第

一
中
３
年
）▼
女
子
▽
団
体

❷

西
根
第
一
中
▽
個
人

❷
津
志
田

南
萌（
西
根
第
一
中
２
年
）

◆
剣
道
▼
男
子
▽
団
体

❺
西
根

中◎
第
28
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
盛
岡
場

所（
６
月
21
日
、
盛
岡
市
・
県
営

武
道
館
相
撲
場
）

▼
６
年
生
の
部

❶
澤
口
翔（
田

頭
小
）

◎
東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会

◆
テ
ニ
ス（
６
月
27
日
～
29
日
、

山
形
県
・
会
津
若
松
市
総
合
運
動

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か
）

▼
男
子
団
体

❷
岩
手
高
校【
松

浦
洸
祐（
２
年
）、西
根
第
一
中
卒
】

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス

❶
松
浦
洸
祐

◆
相
撲（
６
月
27
・
28
日
、
福
島

県・日
大
東
北
高
等
学
校
相
撲
場
）

▼
団
体

❶
平
舘
高
校

◎
県
民
体
育
大
会

◆
サ
ッ
カ
ー（
７
月
４
・
５
日
、遠

野
市
・
柏
木
平
レ
イ
ク
リ
ゾ
ー
ト

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
１
部
❶
八
幡
平
ト
ー
レ
ゾ
ー
ル

◆
ラ
イ
フ
ル
射
撃（
７
月
４
・
５

日
、
市
田
山
射
撃
場
ほ
か
）

▼
男
子
▽
ス
モ
ー
ル
ボ
ア
・
ラ
イ

フ
ル
伏
射
60
発

❶
小
船
清
悦

（
荒
沢
運
送
）

▼
女
子
▽
ス
モ
ー
ル
ボ
ア
・
ラ
イ

フ
ル
三
姿
勢
60
発

❶
坂
本
由
美

子（
県
体
協
）▽
ス
モ
ー
ル
ボ
ア
・

ラ
イ
フ
ル
伏
射
60
発

❶
坂
本
由

美
子
▽
エ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
立
射
40

発

❶
高
橋
沙
織（
市
協
会
）

◆
陸
上（
７
月
10
日
～
12
日
、盛
岡

市
・
県
営
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
）

▼
２
部
男
子
▽
や
り
投
げ

❷
畠

山
圭
太（
平
舘
高
校
３
年
）

▼
７
部
女
子
▽
４
０
０
㍍

❷
山

本
恵
里（
八
幡
平
・
西
根
町
陸
協
）

◆
相
撲
▼
団
体

❶
八
幡
平
市

▼
個
人
▽
決
勝
リ
ー
グ

❷
里
舘

健
❸
遠
藤
貴
幸

◎
第
32
回
全
日
本
武
術
太
極
拳
選

手
権
大
会（
７
月
10
日
～
12
日
、

東
京
都
・
東
京
体
育
館
）

◆
女
子
▼
ジ
ュ
ニ
ア
太
極
拳
２

❷
森
冬
姫
子（
松
尾
中
２
年
）▼

ジ
ュ
ニ
ア
太
極
拳
１

❶
森
風
姫

子（
松
野
小
６
年
）

◎
第
26
回
全
国
都
道
府
県
中
学
生

相
撲
選
手
権
大
会
県
代
表
選
手
選

考
会（
７
月
12
日
、
盛
岡
市
・
県

営
武
道
館
相
撲
場
）

◆
無
差
別
級
決
勝
リ
ー
グ

❶
長

内
龍（
西
根
第
一
中
３
年
）❷
松
浦

和
啓（
西
根
第
一
中
３
年
）

◎
第
８
回
全
日
本
青
年
相
撲
選
手

権
大
会
県
選
考
会（
７
月
12
日
、

盛
岡
市
・
県
営
武
道
館
相
撲
場
）

◆
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

泡
渕
好
晃

◎
第
６
回
東
北
女
子
相
撲
選
手
権

県
予
選
会（
７
月
12
日
、盛
岡
市
・

県
営
武
道
館
相
撲
場
）

◆
小
学
▼
４
年
生
以
下

❺
佐
々

木
美
琴（
大
更
小
）◆
５
年
生

❶

石
引
彩
菜（
大
更
小
）❷
小
野
心
暖

（
大
更
小
）❸
佐
々
木
美
海（
大
更

小
）◆
６
年
生

❶
遠
藤
愛
美（
田

頭
小
）❹
上
山
真
穂（
大
更
小
）◆

中
学
生

❷
山
口
ひ
か
り（
西
根

第
一
中
）◆
高
校
生
以
上

❶
上

山
奈
（々
平
舘
高
校
）❷
千
葉
ひ
か

る（
平
舘
高
校
）

◎
第
42
回
東
北
総
合
体
育
大
会

◆
ゴ
ル
フ（
７
月
16
日
、南
部
富
士

Ｃ
Ｃ
）▼
少
年
男
子

❷
岩
手【
松

村
誠（
盛
岡
中
央
高
校
３
年
）、
西

根
中
卒
】

◎
第
26
回
知
事
杯
争
奪
県
下
学
童

相
撲
大
会
兼
第
34
回
東
北
学
童
大

会
県
大
会
・
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
五

輪
カ
ッ
プ
第
28
回
全
日
本
小
学
生

優
勝
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
県
予
選

会（
７
月
19
日
、
盛
岡
市
・
県
営

武
道
館
相
撲
場
）

【
知
事
杯
争
奪
県
下
学
童
大
会
】◆

団
体

❶
田
頭
小
❸
平
舘
小
◆
個

人

❶
澤
口
翔

【
全
日
本
小
学
生
優
勝
大
会
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
県
予
選
会
】◆
個
人
▼

５
年
生

❶
工
藤
緑（
田
頭
小
）▼

６
年
生

❶
澤
口
翔

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

12年ぶりに東北大会で優勝した
平舘高校相撲部員ら（７月８日）

知事杯争奪県下学童相撲大会で優勝
した田頭小の児童ら（７月24日）
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1210まで。

登山の安全願い山開き
岩手山山開き

岩手山（2,038㍍）の山開きが７月１日、焼走り登
山口付近で行なわれました。

山開きには、山岳関係者や一般登山客ら約200人
が参加。神事で今年一年の山の安全を祈願しました。
当日は、山頂付近が強風と濃いガスに見舞われてい
たため、予定していた頂上でのセレモニーは中止。
山開きの日の登頂を目指していた登山者らは、残念
そうな表情を浮かべながらも、８合目山小屋周辺で
互いの労をねぎらい、再挑戦を誓い合っていました。 山頂を目指し一歩一歩進む登山者

社会を明るくする運動に係る
メッセージを岩手地区保護司会
から受領（６月25日、市役所）

市内各団体が踊りなどを披露した
市芸能発表会（６月28日、西根地
区市民センター）

市鳥獣被害対策実施隊へ委嘱
状が交付されました（７月３
日、市役所）

心和む愛らしい琴演奏
ひなぎく幼稚園七夕まつり

ひなぎく幼稚園（高橋アヤ園長、園児69人）で、７
月４日、七夕まつりが開かれました。

かわいらしい浴衣姿の年長組23人の園児は、２組
に分かれて、大人用の琴で「さくら」の演奏と合唱を
披露。会場に詰めかけた保護者らから、大きな拍手
が送られました。園児らは、５月下旬から週２回の
稽古に励み、本番を迎えたとのことで、髙橋陽

は る と

斗く
ん＝北村＝は「一生懸命たくさん練習したので、うま
く弾けた」と、達成感を語ってくれました。真剣な面持ちで琴を演奏する園児たち

地域の広場にぎやかに
大更ガーデンフェスティバル

大更ガーデンフェスティバル（同実行委員会主催）
が７月11日、大更フーガの広場で開催されました。

会場では、屋台の飲食物に舌鼓を打つ人々や、地
元の幼児、小・中学生らによる多彩なステージイベ
ントを楽しむ人でにぎわいました。10年ぶりに復活
した仮装盆踊り大会には、地域内外から約80人が参
加。それぞれ思い思いの衣装を身にまとい、唄と太
鼓の音に合わせて踊りを楽しみながら、個性を競い
合いました。 仮装姿で盆踊りを披露する参加者の皆さん
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染田鼓動の勇壮な演奏が注目を
集めた七時雨温泉まつり（６月28
日、西根老人憩の家）

熱戦が繰り広げられた市サマーチャ
レンジカップ少年サッカー交流大会
（７月４日、市鬼清水球技場）

自然豊かな川を大切に
安比川水生生物調査会

安比川水生生物調査会（五日市地区資源保全組合
主催）が7月25日、五日市コミュニティセンターで
開催されました。

会には、五日市地区の小学生親子ら約70人が参加。
荒天のため、実地調査は行われませんでしたが、参
加者は、安比川清流会の伊藤重高会長らによる講演
を聞き、安比川流域の環境保全の重要性を学びまし
た。伊藤瑠那さん（安代小６年）は「川を汚さず、大
切にしていきたい」と、感想を述べました。安比川流域の環境保全について学ぶ子どもたち

タイ学生が異文化交流
タイ国タマサート大学日本生活文化体験旅行

タイ国タマサート大学の学生・教員ら11人が、７
月８日から１８日までの11日間、本市に滞在し、日本
の生活・文化を体験しました。

訪問団は８日、ＪＲ花輪線を利用し市役所に来訪
後、宿泊先のホストファミリーと対面。10日の日・タ
イ文化交流会では、同大学教養学部長らも参加し、
タイと日本の郷土芸能披露や、両国の料理を紹介し
合い、関係者やホストファミリーらと交流を深め→

ました。
滞在中は、市内観光のほか、保育園、小

学校、老人介護施設を訪問したり、地域の
お祭りに参加したりするなど、地域住民と
の触れ合いを楽しみました。日程の終盤で
は「はちまんたい未来への種まきプロジェ
クト」のメンバーらとのワークショップを
開催。市内での観光をテーマに討議し、本
市を訪問しての体験や出来事、思い出を振
り返りました。

文化交流会でタイの民俗舞踊を
披露する学生の皆さん

はちまんたい未来への種まきプロジェクトのメンバーらと観光
について意見交換（７月16日、松尾コミュニティセンター）

15



皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1210まで。

参加者で支援方法探る
市・岩手西北医師会合同認知症研修会

市・岩手西北医師会合同認知症研修会が７月11
日、八幡平ロイヤルホテルで開催されました。

同研修会には、市内外の医療関係者や市民の皆さ
んら約300人が参加。認知症の事例を通して、支援の
方法や自身の役割などを話し合いました。講師を務
めた大阪市のＮＰＯ法人『認知症の人とみんなのサ
ポートセンター』代表の沖田裕子さんは「認知症の人
を支えることで、地域が変われるのではないか」と、
支援を通じた地域づくりの可能性を示しました。 認知症の事例を通して意見交換する参加者

壮快に体動かし汗流す
第９回市老人スポーツ大会

第９回市老人スポーツ大会が７月23日、市総合運
動公園体育館と多目的運動場で開催されました。

大会は、地区や地域ごとで４チームに分かれた団
体戦。体育館では、ボール送りや玉入れ競技のほか、
ゲートボールを使ったリレーで熱戦を繰り広げまし
た。多目的運動場では、徒競走と長寿リレーが行わ
れ、年齢を感じさせない走りで会場を沸かせました。

なお、結果は次のとおりです（●内の数字は順位）。
❶松尾❷田頭・平舘❸大更・寺田❹安代

はちまんたい未来への種まきプロ
ジェクトが第１回ワークショップを
開催（７月13日、田頭コミセン）

迫力ある山車が大更地内を練り歩
きました（７月15日、八坂神社例
大祭）

第１回まち・ひと・しごと有
識者会議を開催（７月23日、市
役所多目的ホール棟）

工場立地で明るい展望
㈱住宅工業・市工場立地協定書調印式

住宅用木質パネル製造の㈱住宅工業（山梨県北杜
市、北原正倫社長）の岩手工場立地協定書調印式が６
月29日、市役所で行われました。

調印式には、県企業立地推進課の飛鳥川和彦総括
課長が立ち会い、北原社長と田村正彦市長が協定書
に調印。協定書を交換し、握手を交わしました。工
場の立地場所は柏台１丁目で、北原社長は「雇用拡大
などを視野に入れ、事業に取り組んでいきたい」と、
将来の展望を見据えました。

協定書を交わす北原正倫社長（中央）と田村正彦市長
（右）。左は県企業立地推進課の飛鳥川和彦総括課長

玉
入
れ
競
技
で
汗
を
流
す
参
加
者
の
皆
さ
ん
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子どもたちがさまざまな表情を
見せた泣き笑い相撲大会（７月17
日、白坂観音大祭）

イタリアの大学生ビットリア・マン
ゼリさんが市内をホームステイ中に
市役所を訪問（７月22日、市役所）

楽しみながら競い合う
第９回市子どもフェスティバル

第９回市子どもフェスティバルが７月４日、ア
リーナまつおで開催されました。

フェスティバルには、市内の小・中学生76人、11
チームが参加。台上で６人が一緒にどれだけ乗って
いられるかを競う「心身一体立ち」や紙飛行機をリン
グに飛ばし入れる「翼よ 頼むぞ」など工夫を凝らし
た４種目の競技に挑みました。どのチームも競技を
楽しみつつ、時には真剣な表情でゲームに取り組み、
上位を目指しました。２本の棒でボールを操る「ボールころがしリレー」

市食材の魅力と出会う
八幡平のうまい食材を知る発表会

八幡平のうまい食材を知る発表会（市商工会主催）
が７月22日、大更コミュニティセンターで開催され、
市内の宿泊・飲食業者ら約70人が出席しました。

発表会では、八幡平市ご当地グルメ開発事業プロ
ジェクト委員会の横澤盛悦委員長が「市を訪れた人
に満足感を与えられる食を生み出すための機会にし
てもらいたい」と、あいさつ。野菜などを生産する
８業者が、素材の味を引き出した試食品を提供し、
地元食材の素晴らしさをＰＲしました。 第11代目藤助農園の古川佑史さんはトマトをＰＲ

安代りんどうが全国へ
新岩手農協八幡平エリアりんどう出発式

新岩手農協八幡平エリアりんどう出発式が７月14
日、同農協の安代花き出荷場で開かれました。

出発式には、リンドウ農家や関係者ら約200人が
出席。同農協八幡平花き生産部会の高村敏彦部会長
が「生産努力を続け、花き販売額15億円の早期達成
を目指したい」と、あいさつしました。今年の『安代
りんどう』は、雪解けが早く高温が続いたことで生
育が順調で、例年より１週間程度早く出荷を開始。
今後の需要期に向け、出荷量増が見込まれます。安代りんどうを載せた大型トラックを見送り
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介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線1093

ささえあいの輪
地域福祉課障がい福祉係 ☎・内線1109

遺
言
書
に
つ
い
て
学
ぶ

近
年
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
相
続
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

司
法
年
報
統
計
に
よ
る
と
、
平
成

25
年
度
に
起
き
た
相
続
ト
ラ
ブ
ル
は

８
９
５
１
件
。
う
ち
、
遺
産
額
１
千

万
円
以
下
の
ケ
ー
ス
が
２
８
９
４
件

（
32
・
３
％
）と
、
金
額
が
比
較
的
少

な
く
て
も
問
題
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

◆
遺
言
書
と
は
？

遺
言
と
は
、
自
分
に
万
一
の
こ
と

が
あ
っ
た
場
合
に
、自
分
の
財
産（
遺

産
）を「
誰
に
」「
ど
れ
だ
け
」託
す
か

決
め
る
意
思
表
示
の
こ
と
で
、
こ
の

意
思
表
示
を
民
法
の
規
定
に
の
っ

と
っ
て
残
し
た
も
の
が
遺
言
書
で

す
。
規
定
に
の
っ
と
っ
て
作
成
さ
れ

て
い
な
い
遺
言
書
に
は
、
法
的
な
効

力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

遺
言
書
は
、
残
さ
れ
た
遺
族
へ
の

大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
遺
族

の
相
続
手
続
き
の
負
担
を
減
ら
す
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

◆
遺
言
書
の
種
類

遺
言
書
に
は「
普
通
方
式
」と「
特

別
方
式
」の
２
つ
の
形
式
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
は
、
ほ
と
ん
ど

指定医師が作成した意見書が必要となります。手
続きについて詳しいことは、市役所地域福祉課障
がい福祉係までお問い合わせください。

市内の障がい者相談支援事業所について市は、身体障害者手帳の交
付対象とならない軽度・中等
度の難聴児に対して、言語習
得やコミュニケーション能力
の向上を図るため、補聴器購
入費の一部を助成しています。

対象者は、市内に住所があ

が
普
通
方
式
に
よ
る
も
の
で
、
次
の

３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

❶
自
筆
証
書
遺
言
＝
遺
言
し
よ
う
と

す
る
者
が「
自
筆
」で「
日
付
・
氏
名

お
よ
び
全
文
」を
書
き
、署
名
押
印
し

て
い
る
遺
言
書
で
、最
も
一
般
的
で
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

❷
公
正
証
書
遺
言
＝
証
人
２
人
以
上

が
立
ち
会
っ
た
上
で
、
遺
言
者
か
ら

の
口
述
を
基
に
公
証
人（
法
務
大
臣

か
ら
任
命
さ
れ
た
者
）が
遺
言
書
を

作
成
し
、
原
本
を
公
証
役
場
が
保
管

す
る
も
の
で
す
。
最
も
安
全
性
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

❸
秘
密
証
書
遺
言
＝
遺
言
の
内
容
を

誰
に
も
知
ら
れ
た
く
な
い
時
に
作
成

す
る
遺
言
書
の
こ
と
で
す
。

公
証
役
場
で
公
証
人
と
証
人
２
人

以
上
の
前
に
遺
言
書
を
提
出
し
、
公

証
人
に
自
分
の
遺
言
で
あ
る
こ
と
を

申
し
述
べ
ま
す
。
公
証
人
が
提
出
日

付
と
遺
言
者
の
申
し
述
べ
た
こ
と
を

封
書
に
記
載
し
、
封
書
に
遺
言
者
本

人
・
証
人
・
公
証
人
が
署
名
押
印
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
❶
と
❸
は
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認

手
続
き
が
必
要
で
す
。

難聴児の補聴器購入費
一部を助成しています

り、次の条件を全て満たす18歳未満の児童です。
❶両耳の聴力レベルが、30デシベル以上70デシベ

ル未満
❷同一世帯員に、市民税所得割が46万円以上の人

がいない。
■助成額 市が規定する基準額の3分2（1円未
満切り捨て）

申請には、市が定める申請書や見積書のほかに、

市内には、障が
い者の障害福祉
サービスの利用な
どについて相談で
きる相談支援事業
所が２カ所ありま
す。専門の相談員が総合的な相談、支援を行って
いますので、どうぞご利用ください。
■市内の障がい者相談支援事業所
▶指定特定相談支援事業所 くらしの相談室
【住所】大更25-223-11 A-105 ☎68-7250
▶相談支援事業所「白ゆり」
【住所】田頭8-139-2 ☎68-7824
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

18

の

る
み

６
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た
国
際
見
本
市「
イ
ン
テ
リ
ア

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」で
の「
安
比

塗
」出
展
に
同
行
し
、予
想
以
上

の
評
判
を
得
た
機
会
を
目
の
当

た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。

見
本
市
に
は
、
既
成
概
念
に

縛
ら
れ
な
い
新
作
を
準
備
し
て

臨
み
ま
し
た
。
直
前
ま
で
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
、
よ
う
や
く

完
成
し
た
試
作
品
。
見
本
市
で

の
反
応
を
見
る
の
は
、
恐
怖
に

近
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
結
果
は
、
足
を
止
め
て

試
作
品
を
触
る
人
が
後
を
絶
た

ず
、
ま
た
、
有
名
企
業
と
の
商

談
も
あ
り
、
将
来
に
期
待
が
持

て
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

好
評
の
背
景
と
し
て
、
文
化

庁
が
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
保

存
・
修
理
に
国
産
漆
の
使
用
を

決
定
し
た
こ
と
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説「
ま
れ
」で
、
輪

島
塗
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
影

響
し
、
漆
器
が
よ
り
注
目
を
集

め
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
加
え
て
、
国
産
品
の
安
全

性
に
対
す
る
信
頼
と
需
要
が
よ

り
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
需
要

に
応
え
ら
れ
る
も
の
づ
く
り
を

し
て
き
た
安
比
塗
が
注
目
さ
れ

た
の
は
必
然
の
流
れ
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

見
本
市
は
、
新
た
な
視
点
を

得
ら
れ
た
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
余

す
こ
と
な
く
、
今
後
の
事
業
に

生
か
せ
れ
ば
、
良
い
結
果
が
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
海
外
で

の
出
展
も
控
え
て
い
る
安
比
塗

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

国際見本市「インテリアライフ
スタイル」に出展した安比塗

手作りの応援のぼり旗を作製 り」を作製しています。
安代りんどうの押し花が貼ら

れ、おもてなしの心がこもった
手作りのしおりは、計4,000枚作
り、10月のライフルのリハーサ
ル大会、２月の冬季国体スキー

市国体サポーターズ応募者数
（平成27年７月27日現在）

皆さんの応募
お待ちしています

本大会冬季大会

そばっち通信
希望郷いわて国体市実行委員会では、ホームページ（http://

www.hachimantai-kokutai.jp/）やfacebookで情報を配信中！
右のＱＲコードを読み取ると、直接ホームページにアクセ

スできます。
国体マスコットキャラクター

そばっち（相撲）

 市大会スローガン
きそえ つどえ かがやけ 農

みのり

と輝
ひかり

の大地で
Vol.３

の応援メッセージが込められています。
のぼり旗は、８月から開催されるリハーサル大

会の競技会場にも設置します。これまでの国体で
も会場には、各都道府県の旗が出そろい、自分の
出身都道府県の旗と記念撮影するなど、選手や監
督らから大変喜ばれています。選手はもちろん観
客の皆さんも楽しめますので、ぜひご覧ください。

手作り記念品でおもてなし
安代未来を拓く女性会議（畠山貴美子議長）の皆

さんが、国体参加者への記念品「りんどうのしお

国体の各競技会場に設
置予定の47都道府県の
応援のぼり旗を、市内13
の小・中学校の児童・生
徒に手作りしていただき
ました。のぼり旗には、
各都道府県の特産品や、
観光名所を描き、選手へ

の
ぼ
り
旗
を
作
製
す
る
西
根

第
一
中
学
校
生
徒
の
皆
さ
ん

競技会の大会参加者へ贈ります。

リハーサル大会が始まります
国体開催の前年度に行う競技別リハーサル大会

が始まります。国体本番を控え、全国レベルの選
手が集まります。ぜひ観戦に来場し、国体の雰囲
気を肌で感じてください。 ※競技種目、日程な
どは、今月号と一緒に全戸配布した開催競技ガイ
ドをご覧ください。

安代未来を拓く女性
会議の皆さん
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企画展を開催します

みなさんは、「ハレ」と「ケ」という言葉をご存じ
でしょうか。日本の民俗学的概念で、ハレは「特別
な日（非日常）」、ケは「日常」を表しています。

古来、日本人はこの対立する「ハレ」の時と「ケ」
の時をはっきりと区別するという感覚を持って生
活していました。例えば、年中行事の一つである
正月や人生儀礼である結婚など「ハレ」の日には、
普段より衣食をぜいたくにして過ごし、心に潤い
を持たせ、日常生活の「ケ」では「ハレ」の日のため
に良く働き、質素な生活を心掛けました。

「ハレとケ」日本人の伝統的な世界観

時代の移ろいとともに、生活様
式も変遷をたどり、現代社会では

「ハレ・ケ」という概念や、言葉自
体も忘れられつつあります。当館
では、この伝統的な世界観に着目
し、往時の市の生活ぶりや年中行

■開催期間 9月10日㈭から平成２８年1月15日㈮
まで ※月曜日（祝日の場合は翌平日）は休館です。
◎関連企画
❶ギャラリートーク

当館学芸員による詳しい解説付きで、本企画展
をご案内します。
■開催日 9月20日㈰、10月11日㈰、12月13日㈰
■時間 午後１時から１時半まで
❷講演会「八幡平市の昔のハレとケについて」
■日時 11月３日（火・祝）午前10時から正午まで

八幡平市合併10周年記念企画展
「人生の儀礼 ~八幡平市のハレとケ~」

事、人生儀礼を紹介する企画展を
開催します。本企画展を通じて、
昔と今の生活・文化の違いを感じ
ていただければと思います。皆さ
んの来館をお待ちしています。

新着図書多数あります

■■■ 新着図書などの紹介 ■■■
書名 著者名など

一
般
向
け

検証「イスラム国」人質事件 朝日新聞取材班

イラストでときめく片づけの
魔法 近藤 麻理恵

夜遅ごはん翌朝ごはん 柳沢 英子

波止場にて 野中 柊

負けるもんか 阿川 佐和子

アノニマス・コール 薬丸 岳

極悪専用 大沢 在昌

児
童
向
け

新渡戸稲造ものがたり 柴崎 由紀

侍メジャーリーガー列伝
「田中将大」「ダルビッシュ有」 本郷 陽二

ふりかえれば名探偵 杉山 亮ほか

すみれちゃんのあついなつ 石井 睦美ほか

月ごとに多様なテーマで図書展示
市立図書館ロビーでは、毎月異なるテーマに沿

って資料を展示・貸し出しするテーマ展を開催し
ています。

８月のテーマ展は「太平洋戦争70年」です。今年
は戦後70年の節目の年。戦争と平和について考え
てみませんか。

ご利用ください。
【今後の展示予定】▶９月「郷土資料展」▶10月「江
戸時代～徳川家康没後400年～」▶11月「大衆小説」
▶12月「クリスマス」 ※展示内容は変更になる場
合があります。

また、カウンター前では、
ミニテーマ展も開催してい
ます。８月は自由研究や工
作の資料などを展示してい
ますので、夏休みの宿題に
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No.119

広報クイズ
８月６日号の問題

正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法 はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、

年齢」を書いて応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見な
どを必ず書き添えてください。紙面づくりの参考にいたします。

◎�応募先 八幡平市役所「広報クイズ係」
☆はがき〒028-7397（住所不要） ☆ＦＡＸ：74-2102
☆ メール：koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（ タ イ ト ル に「広報クイ

タマサート大学生が
本市に滞在したのは
いつからいつまで？

（６月届け出分）

ズ」と入力、右上のＱＲコードを読み込むことで、宛て先の入力を省略できます）
◎応募期限 ８月24日㈪消印有効
◎第118回の正解 特殊（詐欺） ▶応募者12人 ▶正解者12人
▶当選者 日向裕一さん（大更）、髙橋宜之さん（大更）、鈴木日和さん（田頭）

◎男の子
外岡 英

え い と
隼（英之・優香／日瀬通）

髙橋 暖
は る と

翔（大地・志津子／両沼）

関根 光
み ら い

来（芳樹・めぐみ／下町二区）

髙橋 椿
つばき

（巧・朋美／下平笠）

清水畑 結
ゆ い

惟（祐也・節子／町組）

三浦 蓮
れ ん や

矢（義裕・稚波／大泉）

阿部 來
ら い が

芽（博満・由紀菜／秋葉）

三浦 隼
はやと

（一弥・愛／松川）

◎女の子
工藤 椛

か の ん
音（元明・民子／寄木新田）

佐藤 陽
ひ な

夏（圭一・有希／高宮）

中田 葵
あおい

（祐摩・理恵／両沼）

北口 史人 ／新町中央
八重樫 裕美 ／盛岡市
伊藤 勇司 ／中松尾
有明 綾香 ／盛岡市

岡田 直樹 ／舘腰
工藤 千明 ／盛岡市
齋藤 真 ／曲田横間
横島 夏美 ／五日市４区
関 伸太郎 ／新興矢神
岡村 志保 ／新興矢神
工藤 功貴 ／高宮
羽沢 あゆみ ／盛岡市

古川 弥三郎 8３歳 時森
畠山 幸三 81歳 日瀬通
遠藤 ハツノ 89歳 北村
伊藤 タカ 87歳 南寄木
髙橋 勝春 60歳 中村
澤里 松男 85歳 上寄木
工藤 忠一郎 73歳 北寄木
福田 秋子 86歳 南寄木
松村 善吉 86歳 仲町
関 フヂヱ 80歳 畑１区

伊 粲 85歳 寺田
遠藤 好明 64歳 若谷地
菅原 タケ 84歳 田山上
松尾 啓子 63歳 時森
伊 サヨ 99歳 川原目
工藤 訓一 82歳 金沢
菊池 栄紀子 56歳 小屋の沢
髙橋 均 60歳 中沢
井上 テイ子 64歳 岡村
澤口 サメ 89歳 南平笠
杉本 フミ 80歳 兄川
佐藤 ナツエ 76歳 浅沢第１
髙橋 絹子 78歳 中村
齋藤 ミセ 88歳 秋葉
工藤 ヨシ 88歳 五百森

お幸せに

健やかに

（
※掲載は届け出順で、届け出人が希望
した場合だけ載せています（敬称略）。（

（（
（
（
（

■交通事故発生件数など ※（ ）は前年同月の数

項 目 ６月 1月からの累計
人身事故 ０（２） 15（21）
物損事故 37（30） 251（262）
負 傷 者 0（４） 16（29）
死 者 0（0） １（1）
飲酒運転 0（0） ２（4）
火 災 0（２） 3（８）
救 急 88（109） 613（578）

■人口の動き【６月30日現在 （ ）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西根地区 16,513（－17） 6,277（－２）
松尾地区 6,023（－14） 2,342（－４）
安代地区 4,819（－７） 1,876（－２）
合 計 27,355（ー38） 10,495（ー８）
男 性 13,179（－15）
女 性 14,176（－23）

出生 16 死亡 41
転入 39 転出 52
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【広 告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

広報はちまんたい7月16 日号
（No.224）の２㌻「各種相談」の8
月20日㈭開催の定例行政相談の
場所を「田山コミセン」と記載しま
したが、正しくは「安代総合支所」
でした。おわびして訂正しますと
ともに、お間違えの無いようご注
意ください。

放射線などの測定結果について

西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質を測定しています。

６月18日・30日、７月２日・10
日の測定で、放射性物質は検出さ
れませんでした。内容は、市ホー
ムページで公開しています。

詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

単親家庭のために 
無料で法律相談会

（一社）県母子寡婦福祉連合会で
は、一人親家庭の親などで困りご
と、悩みごとを抱えている人を対
象に無料の法律相談会を開催し、
専門の弁護士が相談に応じます

（要予約）。離婚についての相談も
受け付けます。
■日時 ８月27日㈭午前１０時から
午後３時まで
■場所 西根地区市民センター
■担当弁護士 工藤光機氏（セン
トラル法律事務所）

申し込みなど、詳しくは同連合
会（☎ 019-623-8539）まで。

介護予防に効果的な 
ストレッチ運動講座

介護老人保健施設岩鷲苑では、
市民を対象に介護教室を開催しま
す。どなたでも無料で参加できます。
■日時 9月8日㈫午後１時半
から２時半まで
■場所 岩鷲苑
■演題 「若返りストレッチ」

詳しくは、介護老人保健施設
岩鷲苑（☎ 76-5611）まで。

子どもから大人まで 
民謡好きな人募集中

西根民謡好成会（代表：伊藤富
子）では、次のとおり会員を募集し
ています。民謡を学びたい人や楽
しみたい人など、どなたでも参加
できます。
■活動日時 毎月第２・４水曜
日、午後６時から８時まで
■活動場所 大更コミュニティセ
ンター
■会費 ▶年会費 3,000円▶月会
費1,000円

詳しくは、同会・伊藤（☎76-
3842）まで。

特許や商標について 
悩み相談開催します

（一社）県発明協会では、特許や
商標登録に関する悩みなどを抱え
ている人を対象に相談会を開催
し、弁理士や弁護士などの専門家
が無料で相談に応じます。相談に
は、事前の申し込みが必要です。
■日時 毎週木曜日、午後１時か
ら午後４時まで
■場所 （地独）県工業技術セン
ター2階（盛岡市北飯岡2-4-25）
■申し込み方法 電話または、県
知財総合支援窓口のホームページ

（http://www.iwate-hatsumei.
org/chizai/)から申込書を取得
し、前週の金曜日までにファクス

（019-631-1010）で、申し込みくだ
さい。

詳しくは、同協会・高橋（☎
019-634-0684）まで。

おわびと訂正
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相続に関する相談 
無料キャンペーン

県司法書士会では、相続に関す
る無料相談を実施します。相談は、
同会会員事務所で行うほか、フ
リーダイヤルによる電話相談でも
対応しています。
■実施期間 ８月３１日㈪まで（土・
日曜日を除く）
■常設相談場所 県内各会員事務
所(要予約)
■専用電話番号 0120-823-815

【午前１０時から午後１時まで（土日
および8月 １３日、１４日を除く）】

申し込みなど詳しくは、同会事
務局（☎ 019-622-3372）まで。

子育て世帯への給付金 
お早めに申請ください

市では、子育て世帯臨時特例給
付金の申請を受け付けています。
■申請期限 １０月１日㈭
■場所 市役所地域福祉課児童福
祉係 ※西根・安代両総合支所地
域振興課、田山支所でも申請がで
きます。
■申請書 本市の児童手当受給者
には、現況届と併せて郵送してい
ます。公務員の人は、所属長から
配布されます。

詳しくは、市地域福祉課児童福
祉係（☎・内線1103）まで。

地域住民の安心安全守る 
消防職員の採用試験情報
盛岡地区広域消防組合では、消

防職の職員採用試験を実施します。
■申込期間 8月17日㈪から９
月９日㈬まで
■第１次試験日 10月18日㈰
■試験会場 盛岡市総合福祉セン
ター（若園町2番2号）ほか３会
場 ※申し込み受け付け後、受験
票返送時に、会場を指定します。
■採用予定人数 25人程度

受験資格など詳しくは、同組合
事務局（☎019-626-7403）まで。

青年海外協力隊などの 
募集に伴う説明会開催

（独）国際協力機構では、JICA
ボランティア秋募集「体験談&説
明会」を開催します。予約不要、参
加は無料です。
■開催日時・場所 ▶10月３日㈯
午前１０時から正午まで／県公会堂
1階▶10月７日㈬午後６時半か
ら8時半まで／いわて県民情報
交流センター（アイーナ）５階
■内容 概要説明、体験談発表、
応募相談、質疑応答、応募資料の
配布
■ボランティア募集期間 10月１
日㈭から11月２日㈪まで

詳しくは、JICA東北（☎
022-223-4772）、またはホーム
ページ（http://www.jica.go.jp/
tohoku/index.html)をご覧くださ
い。

金融犯罪被害防ぐため 
出前講座開きませんか

東北財務局盛岡財務事務所で
は、金融犯罪被害未然防止のため
の無料出前講座を行っています。

地域のコミュニティ活動や各種
団体などの会合に伺い、振り込め
詐欺などの手口や対策を分かりや
すく説明します。

申し込みなど詳しくは、同所（☎
019-622-1637）まで。

児童扶養手当の受給者へ 
継続には届け出必要です
児童扶養手当、特別児童扶養手

当の受給者で、引き続き手当の受
給資格を得るには、所定の審査を
行うための届け出が必要です。

届け出がないと継続して手当を
受給できなくなる場合があります
ので、ご注意ください（対象者に
は、郵送でお知らせします）。
■受付期間 ▶児童扶養手当（現
況届）８月３１日㈪まで▶特別児童
扶養手当（所得状況届）8月１１日
㈫から９月１０日㈭まで

詳しくは、市地域福祉課児童福
祉係（☎・内線1103）まで。

安全・適切な管理で 
電気柵被害を防ごう

7月19日、静岡県で獣害対策用
に設置された電気柵による感電死
亡事故が発生しました。感電事故
などを防止するため、すでに電気
柵を設置している人やこれから設
置する人は、次のことを遵守し、
管理を適切に行いましょう。
▶電源供給には、電気用品安全法
の適用を受ける電源装置を使用す
ること。
▶15㍉㌂以上の漏電時、0.１秒以
内に電気を遮断する漏電遮断器を
設置すること。
▶電気柵周辺に、視認ができ、見
やすい文字で危険表示を行うこと。

詳しくは、市土木林業課林業係
（☎・内線3142）まで。

中山の園まつりへ 
遊びに出かけよう

第3６回中山の園まつり（一戸
町）を開催します。 ※雨天決行
■日時 ９月19日㈯午前10時20
分から午後2時半まで
■会場 中山の園おまつり広場

詳しくは、中山の園りんどう（☎
0195-35-2382）まで。

チェーンソーの使い方 
学ぶ講習会参加者募集

県民の森では、チェーンソーの
正しい使い方、丸太の安全な切り
方などを学ぶ講習会の参加者を
15人募集しています。当日は、作
業可能な服装でお越しください。
参加には、事前の申し込みが必要
です。
■日時 ８月22日㈯午前９時半
から午後2時半まで
■集合場所 県民の森森林ふれあ
い学習館
■参加費 1,000円
■持ち物 軍手、昼食、飲み物

詳しくは、森林ふれあい学習館
フォレスト i（☎78-2092）まで。
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目
指
す
は
“
日
本
一
の
民
謡
歌
手
”

第
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回
郷
土
民
謡
民
舞
青
少
年
み
ん
よ
う
全
国
大
会

小
学
生
の
部（
低
学
年
）
準
優
勝

日
戸 

楓
乃 
さ
ん

ヒ
ノ
ト・カ
ノ  

７
歳 

＝
平
笠
小
2
年
＝

平成20年生まれ。幼稚園年長時か
ら民謡を習い始める。日本郷土民謡
協会主催の第５４回郷土民謡民舞青少
年みんよう全国大会（７月19日、東京
都）で、小学生の部（低学年）で準優勝
に輝く。A型のみずがめ座

「
た
く
さ
ん
練
習
し
た
の
で
、

大
会
で
も
緊
張
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
」と
、堂
々
と
し
た
表
情
で

話
す
の
は『
第
54
回
郷
土
民
謡

民
舞
青
少
年
み
ん
よ
う
全
国
大

会
』小
学
生
の
部（
低
学
年
）で

南
部
牛
追
唄
を
披
露
し
、
準
優

勝
を
獲
得
し
た
日
戸
楓
乃
さ
ん
。

民
謡
を
習
い
始
め
た
の
は
、

２
年
前
に
大
更
で
開
催
さ
れ
た

民
謡
シ
ョ
ー
が
き
っ
か
け
。
親

類
が
歌
う
姿
を
見
て「
私
も
歌

い
た
い
」と
の
思
い
が
湧
き
起

こ
り
ま
し
た
。
今
で
は
す
っ
か

り
そ
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て

お
り
、
ア
ニ
メ
や
ア
イ
ド
ル
の

音
楽
で
は
な
く
、
日
々
民
謡
を

聴
き
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

市
内
と
盛
岡
市
で
週
に
１
回

の
稽
古
を
積
み
、
20
曲
以
上
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
つ
と
い
う

日
戸
さ
ん
。
稽
古
で
は
、
ひ
と

た
び
三
味
線
な
ど
の
伴
奏
が
鳴

り
だ
す
と
、
顔
が
き
り
っ
と
引

き
締
ま
り
、
全
身
か
ら
み
な
ぎ

る
歌
声
を
部
屋
中
に
響
き
渡
ら

せ
ま
す
。
休
憩
中
は
、
一
緒
に

稽
古
す
る
人
た
ち
へ
率
先
し
て

飲
み
物
を
配
る
、
し
っ
か
り
者

な
一
面
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

休
日
は
、
地
域
の
お
祭
り
・

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
歌
声
を
披
露
。

県
内
各
地
の
大
会
に
も
出
場

し
、
芸
を
磨
い
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て「
い
ろ
ん
な

大
会
に
出
て
、
優
勝
し
た
い
で

す
。
将
来
は
、
日
本
一
の
民
謡

歌
手
に
な
り
た
い
で
す
」と
、意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

真剣に稽古に励む日戸さん

今月の表紙 力を合わせれば勝てるかも？

７月23日、寄木保育所（大森玲子所長、園
児46人）の３～５歳児30人が、平舘高校を
訪れ、相撲を体験しました。
園児は、同校相撲部の練習風景を見学し
たほか、そんきょや四股、すり足を体験。
その後、４人一組で部員と取組の機会が設
けられると、園児たちは、自分たちの体の
何倍もある部員達を力いっぱい押すなどし
て、相撲の楽しさに触れました。

すり足の練習

▪
編
集
後
記

「
キ
ラ
リ
輝
人
」日
戸
さ
ん
の
取
材
時

に
、
稽
古
場
に
あ
っ
た
全
国
民
謡
歌
詞

集
を
の
ぞ
く
と
、
沖
縄
民
謡
が
数
曲

載
っ
て
い
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
曲
が

あ
っ
た
の
で
、
西
根
民
謡
好
成
会
の
人

に
促
さ
れ
、
一
曲
披
露
す
る
こ
と
に
。

す
る
と
、
合
格
サ
イ
ン
を
い
た
だ
き
ま

し
て（
笑
）、
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
受

け
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

稽
古
場
に
通
い
、
少
し
ず
つ
民
謡
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
市
内

の
イ
ベ
ン
ト
で
沖
縄
民
謡
が
聞
こ
え
る

日
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

沙○


